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学校番号

令和 6 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　）

項目ごと
の評価
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評価項目 具体的目標 具体的方策
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価（３月） 結果の考察と次年度の課題
学校関係者評価委員会

からの意見

教務部

A

A

A

学校ホームページを変更する。また、各部活動がホームページの更新を１回
以上行う。

情報機器の貸出簿記入や定期点検を実施する。また、個人情報の管理及び
情報漏えいがないように職員に注意喚起する。

各教科で観点別を意識した取組が行われ、生徒の約９割が授業
目標や評価規準を理解して学習活動を行っていることがわかっ
た。ただ、「思考力・判断力・表現力」が身に付いたと感じている
生徒は７５％にとどまっているため、「思考力・判断力・表現力」を
身に付ける学習指導を次年度の重点課題としたい。
また、Chromebookが効果的に活用できているという感想は９０％
を超えており、引き続き活用を推進していきたい。

（２）職員研修に関する事前
アンケート
（３）学級文庫継続に関する
アンケート

北九ネット点検
保護者連絡メール

（１）授業改善のために多様な取り組みを行い、多くの先
生方に参加していただけたが、リアテンダント研修に関し
ては手順等を含めて再検討の必要がある。
（２）事前希望調査を行い実態把握に努めたことで、納得
のいく内容を提案できたので継続したい。
（３）文庫選択の自由度を上げたり、複数教員による選書
を試みたりして充実できたので継続したい。

A

「思考・判断・表現」力を身に付ける授業や考査問題の工夫を図る。

効果的なChromebookの活用方法を職員間で共有する。

（２）各分掌や外部機関と連携して、本校の実態に合った職員研修を計画的
に実施する。

（３）学級文庫の継続や朝読書時間の確保など進路選択を視野に入れた取
組を、図書委員を中心として行い活性化を図る。

授業アンケート

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

「自らの可能性を信じ、挑戦する人材を育成する学校、また、社会と関わりながら課題を発見し、その解決を図ろうとする人材を育成する学校」
・体験を伴う多様な教育活動における挑戦と達成を通して自己肯定感を高めることで、自律的に成長するための人格的資質を育成します。
・国際的な視野をもって考えること、地域で実践することを通して、社会の変化に対応し、社会を支え、社会の発展に寄与する人材を育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

◎計画性…自分を客観的に捉え、自ら最適な目標を設定し、それを達成する方法を考える。また、見通しを持ち、かつ柔軟に軌道修正しながら実行することができる。
◎行動力…情報を適切に取捨選択し、そこから構築した自らの考えを、場や対象に合わせてアウトプットする。また、他者のために自らを生かすことができる。
◎協働性…他者と協力し支え合うことの大切さを知り、他者を尊重し生かすことに努める。また、他者に対する想像力を働かせ、そのうえで適切な言動をとることができる。
◎主体性…物事を自分ごととして捉え、幅広く積極的に活動する。また、課題解決に向けて粘り強く取り組んだり、諦めずに新しい方策を工夫したりすることができる。

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

・個々の第一希望進路実現を支援する教育課程及び将来を見据えた進路指導
・個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実し「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善
・専門性の高い競技力及びスポーツを通し考えを深める力の育成（体育コース）
・生徒が中心となって企画・運営する学校行事

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

・よりよく生きる力を身に付けたい人
・よりよい社会をつくることに参画したい人
・自己の可能性を信じ、自分自身をしっかりと見つめ、活動の場を広げたい人
・他者のため社会のためによいことを自分で考え、提案し、実現に向かいたい人
・運動競技や文化活動等に興味・関心が高く、部活動や生徒会活動を頑張りたい人

評価
（総合）

学校運営方針

学校運営計画（４月）

年度重点目標 具体的目標

　基本的な生活習慣・学習習慣の確立

　および基礎学力の向上

（キタキュウの「キ＝基」の実践）

　生徒の多様な進路希望に対応する指導

（キタキュウの「タ＝多」の実践）

　社会から求められる人材の育成

（キタキュウの「キュウ＝求」の実践）

昨年度の成果と課題
・生徒に、学校全体の教育活動を通して、積
極的に挑戦する心（校是：フロンティアスピ
リット）を育て、その達成を通じて自己肯定感
を高め、自立的に成長するための人格的資
質を育成する。
・学校行事や「総合的な探究の時間」等を通
じ、生徒の自主性が育った。本年度も継続し
て取り組む。
・キャリア教育のさらなる充実を図り、生徒に
進路意識や社会貢献活動に対する意識高め
させる。
・昨年度国公立大学１７名合格の実績を受
け、さらに高みを目指す教育活動に取り組
む。

A

キタ

キュウ

北九

の

実践

（１）職員研修や研究授業、公開授業週間などの取組を通じて、授業研修の
充実を図る。

生徒が日常からchromebook
を使いこなしている印象があ
る。さらに効果的活用をすす
めてほしい。

引き続き効果的な職員研修
をおこなってほしい。

情報漏えい等がおこならいよ
う引き続ききちんとした管理
をおこなっていってほしい。

【教務課】
観点別評価を活用した授業改
善に取り組み、生徒の自己調
整学習力の向上を図る。

A

【情報化推進課】
情報機器の効果的活用と情報
管理の徹底に努め、学校ホー
ムページを活用し、適切な情
報発信を行い広報活動を充実
させる。

A

【研修課】
既存の校内研修を、時代の変
化に応じた内容に見直し、教
員の授業力と指導力の向上を
図る。

A

「知識・技能」を身に付けるための方策を各教科で計画的に行う。

保護者連絡メールの登録を保護者登録者数１００％にし、学校からの情報を
確実に伝える。

(1)学校ホームページを新CMSに変更できた。部活動顧問が利用できるよう
に更新マニュアルを作成したい。
(2)貸出記録簿の記入はできているが、情報機器の定期点検ができていな
いので、次年度は学期末に実施する。
(3)保護者連絡メールは、担任と協力し登録ができている。今年度からアプリ
の活用もできるようになった。

福岡県立 北九州 高等学校

（１）基本的生活習慣や学習習慣を確立させ、学習意欲と確かな学力の育成を図る。
（２）「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善及び観点別評価の充実を図る。
（３）「１人１台タブレット」の設置に伴い、全職員がＩＣＴ研修会等を通して、発展的な活用法について職員間で共通理解することにより、効果的
な教育活動に努める。

（１）生徒個々の進路希望実現に向け、生徒が将来の目標に向かって、自ら計画的かつ前向きに学校生活に取り組めるように、各学年に対応
したキャリア教育の充実を図る。
（２）進路ガイダンス及び「総合的な探究の時間」のさらなる充実を図り、未来を見つめ切り開く意欲を高める。
（３）目先の進路指導にとどまらず、生徒の将来を見据えた進路指導の充実を図る。

（１）外部講師の活用や地域との交流を通じて、生徒に広い視野と地元を愛する心を育み、地域に貢献し、未来の作り手となりうる人材を育成
する。
（２）学校行事や生徒会活動及び部活動の活性化を図り、主体性や社会性、リーダー性を身につけた生徒の育成を図る。
（３）人権教育を通じて、人間尊重の精神を育成するとともに、人権感覚のさらなる向上を図り、いじめの撲滅に努める。
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体育コースならではの進路実
現をさらにすすめてほしい。

室内開催であった体育大会
は工夫が至る所に見られと
てもよかった。

生徒実態アンケート（Forms） A

３年生体育コースの進路として、３人の生徒が国公立大学の受験を希望し、
１名の生徒が合格することができた。高大連携事業は九州共立大学と行う
予定だったが、日程の調整が合わず今年度は実施できなかった。今年度初
実施をした栄養指導は、保護者も２０名以上来校され、食事面のアプローチ
に有意義なものになった。

次年度に関しては、総合的な探究の時間と修学
旅行を連携させ、生徒の学習意欲が高まる環境
づくりに努め、現状の課題を克服し、３年生の進
路指導に円滑に進められるような、取り組みを実
践していきたい。

無遅刻・無欠席の生徒が40％。次年度もこの状態を維持
しつつも、遅刻スマイル指導の生徒数を減らしていく。提
出物等の期限を守ることができていない生徒に対しても
きめ細かく指導した結果、生徒の授業中の態度等は良
好であり、継続して指導を行っていく。

修学旅行など学校行事での明確な役割分担は
認識できていたが、自分の役割外でのリーダー
シップや集団としての責任感は希薄となった。
文化祭・体育大会などで実行委員会を中心に周
りを巻き込む力を身につけさせたい。

A

A

A

Ａ

生徒指導部

進路指導部

１学年

２学年

３学年

体育コース

学校生活アンケート

(１）学校行事を通じてリーダーの育成し、その後学校生活の活性
に生かすことが出来るようにする。
（２）生徒会活動が日頃から積極的に行動し、「校則の遵守」「基
本的な生活習慣の確立」「人間力の向上」を実践する。
（３）部活動の活性化と成績・結果の向上に向けて生徒、職員、
卒業生、地域の方々が一体となって取り組み、盛り上げ、「北九
州高校生」としての自覚と責任を持って行動できる生徒の育成に
取り組む。

PTA総会でのアンケートにおいては、概ね例年通りで
あった。また、中学生体験入学のアンケートでは、来
年に生かせるご意見をいただいた。食堂利用におけ
るアンケートでは、食堂利用者を増やすために必要な
メニューの充実を図るためにも有意義であった。

学校紹介・施設見学・部活動見学・在校生との交流等、生徒が主体となって準備を進
め、本校の魅力を発信していく。

担任が面談をする時間を多く設け、生徒の目標に応じた
学習指導をすることができた。共通テスト受験者１６名、
国公立大学受験者４２名、国公立大学合格者１１名と、
いずれも目標を達成できなかったが、多くの生徒が第一
志望での進路実現を果たすことができた。

考査毎に体育コース集会を行う。

 校則については、生徒会と議論を重ね、生徒が主体的にその校則を遵守す
ることが出来るようにすることを目指す。

自らの人生における選択・判
断に関して、「責任」を持つこと
ができ、自立した人材の育成。

進路希望調査

学校生活アンケート生徒の主体性の育成

校舎改築中のため、次年度
も避難経路をきちんと周知さ
せ安全管理に努めてほしい。

九州大学への合格者をはじ
め国公立へ２年連続１０名以
上輩出や大手企業への就職
者等きめ細やかな進路指導
が行われている。

基本的生活習慣のやマナー等の見直しをさせ、落ち着いた学校生活が送れるように指
導する。

１年次の取組みを継続させて
さらなる高みを目指させてほ
しい。

１年次の取組で高校生として
の基本的生活習慣を身につ
けることができていると感じ
た。

修学旅行での生徒主体の取
組は次年度も続けてほしい。

進研模試等への取組を含め
生徒の進路に向けての意識
が醸成されている。

学校行事での３年生の最上
級生としての自覚とリーダー
シップは素晴らしかった。

今後も生徒の進路実現のた
め学年主任の先生や担任の
先生方にきめ細やかな指導
を継続していただきたい。

(１)次年度は点検者へ定期的に講習や必要事項を確認するなどして点検者
の共通理解を徹底する。
(２)感染症流行の兆しをいち早くキャッチし、クラスで予防行動を促すなど積
極的な対応を図り、生徒が健康的に学校生活を送れるよう貢献する。
(３)防災避難訓練については、避難開始から集合完了までの所要時間を毎
年記録してデータとして残し、それを積み重ねることで毎年度の防災意識の
高揚と迅速な行動に寄与する。

先生方の負担軽減のため、
行事のスリム化やPTA役員
会議等のスリム化にも取り組
む必要がある。

Ｂ

Ａ

Ａ

生徒実態アンケート（Forms）

スタディー・サポート学習状
況リサーチ

ベネッセデジタルサービス

生徒実態アンケート（Forms）

スタディー・サポート学習状
況リサーチ

ベネッセデジタルサービス

Ａ

A

校内美化点検を通じて環境整備に努め、日常生活において美化意識を育てる。

感染症等対策の一環で換気、状況によりマスクの着用の励行、手洗い積極的に指導を
行う。

地域の諸機関と連携をして防災訓練を実施する。

最上級生としての自覚を持たせるとともに、行事や各委員会活動を通して、３年生として
の責任ある行動がとれるように指導する。

「集団」の学び、「個」の学びの目的を明確にしながら、生徒に学びに向かう「目的意識」
を常に持つように指導をする。

外部の講師を招聘し、社会人としての生き方や在り方を学ぶ機会を設定する。

【保健安全課】
環境美化、学習環境の整備、
充実に努めるとともに、学校保
健・安全・防災の観点から生徒
自ら行動できる力を育成する。

A

自己の進路に真摯に向き合わ
せ、希望進路に必要な知識･
能力を理解させ、身につけさせ
る。

【生徒指導課】
集団生活を通して個人の在り
方生き方を考えさせるととも
に、時期に応じて指導内容を
重点化し、全職員による生徒
指導により、活力ある学校づく
りを目指す。

ガイダンス等の体験活動を充実させ、進路意識を更に高めるとともに低年次から県外大
学・企業等も視野に入れた指導を継続して行う。

推薦・総合型選抜を中心とした進学・小論文指導体制および一般選抜に挑む生徒の支
援環境を整え、希望進路達成率100％をめざす。

進路決定を目標とさせず、その先を見据えた指導を行う。進路内定後の指導を強化し、
卒業まで緊張感を持った学校生活を過ごさせる。

行事カレンダーを作成し、実施２ヶ月前までに要項等を起案できるよう準備を進める。

職員にＰＴＡ関係の行事内容を周知徹底し、積極的に参加を呼びかける。

【進路指導課】
自己の将来の目標に向かって
自ら計画的かつ前向きに行動
する力の育成

A

スタディ－・サポート学習状
況リサーチ
進路希望調査

 主体的に行動することが出来る生徒の育成を図る。

一日の流れを前日にclassroomに配信し、見通しを持って学校生活を自己責任で送るよ
うに促す。

総合的な探究の時間と関連付
けながら、３年後によりよい進
路選択ができる力を育成。

家庭学習2時間以上。進研模試3教科総合GTZ A3以上10名、B3以上50名以上を目指
す。

Ａ

Ａ

体育コース長が体育コース集会を運営・企画し、体育コースの縦の関係を
密に築くことができた。また、体育大会の実行委員長も体育コースから出る
ことで、体育コース全体で行事を運営する意識につながった。次年度は体
育コース長のみの選出から、「体育コース長１名、副体育コース長１名、広
報部長１名」の組織つくりを行う。

【庶務課】全行事において、早期計
画・準備に着手し、要項を作成す
る。。ＰＴＡ行事も全職員の積極的
参加を促し、保護者との連携を深
めることで、学校の活性化に努め
る。

規範意識やリーダーシップを
身に付けさせる。 Ａ

A

Ａ

(1)各ガイダンスは概ね計画通りに実施でき、進路意識を高めることができた。引き続き、安
易な進路決定を行わない指導を徹底し、目先の進路決定ではなく、その後の人生も含めた
生き方を考えさせる取り組みを続けたい。
(2)学校全体で小論文・面接指導に当たる態勢は一定の効果があり、継続したい。また、低
年次から学力、出欠、評定を意識させる取組を更に進め、県外大学・企業等幅広い選択肢
から自己の進路を考えさせたい。

PTA総会や中学生体験入学において、来年に生かせるご意見をたくさんい
ただいた。大学訪問でも保護者が知り得ない大学の情報を共有することが
できた。食堂利用においては、食堂利用者を増やすために必要なメニュー
の充実を図る。そのために次年度も継続してアンケートの実施をしていきた
い。

スポーツを探究する活動及び発表会を行う。

次年度からは１８歳成人となる
ことを意識させ、学校行事や修
学旅行を通して１年生の模範
となる主体性のある生徒の育
成を目指す。

Ａ

体育コース長を選出し、縦のつながりを密に行う。

栄養指導について外部から講師を招聘する。

学校行事や修学旅行を通して与えられた役割の大切さを理解させ、集団としての責任
感を育成させる。

各学習委員の指示で朝スタを開始するなど委員会活動の幅を広げ､生徒が活躍できる
機会を増やす。

進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽや進学先のｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ・総合的な探究の時間を活動の幅として広げ､生
徒に必要な進路情報に触れる機会を増やす。

FINEやデジタルサービス、Classroomなどを最大限活用し､多様な進路実現に対応す
る。

生徒実態アンケート（Forms）
ベネッセのマナビジョン・デジ
タルサービス

掲示教育の励行でセルフマネジメントを実践させ自立心を高める。

部活動生としての自覚と他の部活動を尊重する態度の育成を目指す。

A

アンケート

A

A

文化祭、体育大会ともに生徒
を中心に企画され、生徒たち
の自主性が育っている印象
があった。

共通テスト受験者４０名以上、
国公立大学受験者５０名以
上、国公立大学合格者１８名
以上。

Ａ

考える力の育成 Ａ

体育的行事の際に、運営・企画を体育コースが行う。

当事者意識をもって各行事に参加し、計画・立案を主体的に行わせることで、チャレンジ
する精神を培わせる。

生徒の希望進路や個の能力に応じた課題の精選を行い、自学の習慣を身に付けさせ
る。

生徒と教員との進路相談しやすい人間関係の構築、生徒が学習しやすい環境整備を行
う。

教員間で生徒進路動態の情報を共有し、生徒の学習到達目標を随時更新できるように
指導する。

高体連系事業を行い、生徒に幅広い進路選択を促す。

A

英･国･数は着実に校外模試の成績は向上してい
る。目標点数や自己採点の入力だけでなく、苦手
克服の一助とさせたい。安易な進路決定をさせな
いためにも20年後を見通した進路指導を行ってい
きたい。GTZはＡ２、Ｂ３以上は33名

学校行事等では、最上級生としてリーダーシップを発揮
することができたと思うが、安易な欠席をする生徒が多く
みられた。次年度は、入学時より、基本的生活習慣・学
習習慣・進路意識の重要性について、３つを関連付けた
指導を徹底していきたい。

Ａ

A

AＡ

A

A

一日の流れを前日にclassroomに配信し、見通しを持って学校生活を自己責任で送るよ
うに促す。

「集団」の学び、「個」の学びの目的を明確にしながら、生徒に学びに向かう「目的意識」
を常に持つように指導をする。

外部の講師を招聘し、社会人としての生き方や在り方を学ぶ機会を設定する。
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様式３

A

B

B

B

B

B

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

就学支援金、奨学金等保護
者に分かりやすく情報提供を
おねがいしたい。

日々人権意識の涵養に向け
学校全体で取り組んでいって
ほしい。

人権・同和教育
推進委員会

奨学金に関する情報提供や、生徒情報の交換は
密に行われた。生活上配慮を要する生徒への対
応も学年の教員を中心にきめ細やかな対応がな
されている。

学校ホームページでの紹介

アンケート

人権・同和教育指導案の時代に応じたアップデート。

職員の人権意識向上のための研修会情報の提供。

自尊感情を高めることができるような人権教育の推進。

B

BＢ

Ｂ

差別事象を受けて、職員研修や、指導案の見直
しやアップデートなどは充実した。ただ、個別の校
外での職員の研修の案内は今年も事務局からの
提示が遅く様々な職員の参加に繋がらなかった。

「校門一礼」や生徒たちが明るい挨拶を交わす姿、楽しそう
に生き生きと学校生活を送る姿は非常に好感がもてる。

学校関係者評価

・教員の生徒指導力、教科指導力、進路指導力の一層の向上（個に応じた指導の充実、指導の質の向上に努める。）

・生徒の学ぶ意欲の一層の向上（学習の動機づけにつながるようにキャリア教育、学校行事等のさらなる工夫・改善を図る。）

・教職員のチーム力向上（学年・分掌等の連携・協働を強化し、学校全体の組織的な教育力の向上を図る。そのために主任主事のリーダーシップの強化と人材育成に努める。）

・人権尊重意識の向上（多様性の尊重と理解、自尊感情・自己肯定感の向上、豊かな人間関係づくりに努める。）

・連携の強化（ＰＴＡ、同窓会等からの支援及び地域の産官学との一層の連携強化）

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

A

評価項目以外のものに関する意見

教職員・生徒の人権意識の高
揚 Ｂ

生徒の修学保障

毎週の同推委員会での生徒動態確認と欠席の多い生徒への対応。

事務室と連携しての各種奨学金の紹介による修学保障。

地域・義務制と連携した生徒の修学保障。
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